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1．はじめに   

AHP 仏nalyticHierarchyPr∝eSS）では総合目標、  

評価基準、代替案が階層構造となっていて、評価基準と  

代替案との間は独立であるべきだと定めているが、現実  

には評価基準と代替案との間の依存関係を組み込んだ形  

で評価せざるを得ない場合がある。そこで、サーティは  

AHPにおける階層構造をネットワーク構造に拡張した  

ANP（AnalyticNetwofkPmcess）を提案した。しか  

し、先生と学生の相互評価の例［2】では異常な結果が出て  

いる。そこで、岸は正規化の手法を変更して、相互の評  

価基準行列を列の最大要素を1にする基準化を行う修正  

ANP法［3］を提案している。これは、AHPに対するベ  

ルトン・ギアーの提案【1］をANPに適用したものである。   

この報告では、【2］、［3］で検討されたいくつかの例を基  

に、先生と学生の相互評価の例を別のタイプにまで拡げ  

て、それぞれのタイプにANP法および修正ANP法を  

適用する。そして、どの場合にもANP法では異常な結  

果となることを示す。－一方、修正ANP法では合理的な  

結果が得られることを示す。   

2．ANP法に対する評価行列  

先生による学生n人の評価行列として次の肝0ク、Ⅳ1ク  

を考える。一方、学生による先生m人の評価行列として  

次のroヴ、rlヴを考える。ここで、0≦p≦1／〃、  

0≦ヴ≦1／∽で、戸＝1一（乃－1）p、9＝ト（〝仁一1）ヴとお  

く。  

岸 善徳 K【SHI「ゐshhori   

要素の合計が1になるように正規化する。ここでのⅩ、   

yに対しては次のようになる。  

ぎ＋（∽－1）〃＝177＋（乃－1）v＝1  

3．修正ANP法に対する評価行列   

先生による学生n人の評価行列として次の軒Op、  

軒1クを考える。一方、学生による先生m人の評価行列と   

して次の戸0曾、戸1曾を考える。ここで、  

′＝＝   ′・二＝  とおく。  
P l－（〝－1）ク  e  

O≦r≦1、0≦J≦1である。  

ト（研一1）曾  

1 0 … O   

r l ‥・1  

‖ ‖ ＝＝「‖   

ノー1…1  
町Op＝  〃’l／ノー  

J■ 1 … 1  ／・1 … 1   

11・‥ 1   

才 1 ‥・1  

1 0 ‥・0   

Jl l  rOヴ＝  

Jl・‥ 1   Jl ‥・1  

これに対して先生の総合得点を斎、学生の総合得点を  

夕として、次のように設定する。   

斎r＝匡訂…汀］夕r＝転ラ…テ］   

ここで、ぎは先生1の総合得点、訂はその他の先生の  

総合得点である。また、すは学生1の総合得点、∇はそ  

の他の学生の総合得点である。それぞれの総合得点を、  

要素の合計が1になるように正規化する。ここでの斎、  

夕に対しては次のようになる。   

g＋（椚－1）訂＝1す＋（乃－1）テ＝1   

4．相互評価問題の解   

相互評価行列に対して、次のタイプの解を求める。   

タイプ1 ‥町0ク、rOヴ とFO曾、肝Op   

タイプ2 ‥断Op、Fl曾 と肝Op、Flす   

タイプ3 ‥ 阿1ク、rl曾 と断1ク、Flヴ   
なお、修正ANP法での式を簡略にするため、  

ん＝（研一1）（乃－1）を使用する。   

4．1．a タイプ1のANP法の解  

1 ∈＝0、〟＝1／∽－1   

2 月＝0、V＝1／〃－1  

4．1．b タイプ1の修正ANP法の解   

1 入＝k   

2 g＝0、首＝1／椚－1  
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1／椚 ‥・1／椚   

これに対して先生の総合得点をⅩ、学生の総合得点を  

yとして、次のように設定する。   

ズr＝k〃 …〟］〆＝［刀V … V】   

ここで、∈は先生1の総合得点、uはその他の先生の  

総合得点である。また、刀は学生1の総合得点、Ⅴはそ  

の他の学生の総合得点である。それぞれの総合得点を、  
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5．相互評価問題のまとめ  

タイプ1   

ANP法 ：g＝0、り＝0   

修正ANP法：ぎ＝0、す＝0   

タイプ1では、どちらの場合も先生1，学生1の評価  

が0となり、納得できる結果ではなレ㌔従って、タイプ  

1の対してはANP法、修正ANP法とは別の手法を必  

要とする。   

タイプ2   

ANP法 ：〟 → 0、V → 0  

ク→0，ヴ→0  ク→0，曾→0   

修正ANP法：  

3 す＝0、テ＝1／乃－1   

4．2．a タイプ2のANP法の解  

1〟＝（椚戸ヴ＋（乃－1）p）g→0  
ク→0，曾→0  

∽（1一夕9）  

り → 0  2 1ノ＝  

（乃－1）ア ーク→qん0  

4．2．b タイプ2の修正ANP法の解  

1た≦A≦ん＋1＋（〝－1）r  

〃－1  
2 ぎ＝   

ス＋〃－2－（乃－1）r  

〃－1   

ノ  
1＋（〝－1）r  

）g叫－‡）ぎ  ∽   た＋乃－2－（〃－1）r  

3 す＝1／A、1／（た＋1）≦す≦1沌  

訂≧（1－  

テ≧す完（研一塀   

ANP法では、p－う0、q→0とするとu、Ⅴが0に近  

づき、納得できる結果ではない。一方、修正ANP法で  

は、合理的な結果を得ている。  

1＋（乃－1）r  
）g≦訂≦ぎ  4（1－  

5す≦叫∽－1・r）す  

4．3．a タイプ3のANP法の解  タイプ3：   

ANP法  〝7〃ヴ  ：p＝0のとき 〟→0、V一｝0  

ヴ→0 ヴ→O  

q＝0のとき 〟→0、V→0  

ク→0  ク→0  

g→0   
ヴ→0  

1 p＝0のとき 以＝   
椚e＋〃－1  

∽（∽－1）ヴ  
／7→rI   

ヴ→0  

V＝  

∽＋〝－1  
ん－1  

どたぎ  修正ANP法：訂≧  
〃（〃－1）ク  

乃（研一1）ノ   〃   

た一1、＿ 椚－1＿  
吉→0   
ク→0  

2 q＝0のとき〟＝  
∽＋〝－1  

椚J甲  
）す是ニーーニ テ≧  

∽（〃－1）／■   ∽   

ANP法では、p＝0のときq→0とするとu，Ⅴが0  

に近づく。同じように、q＝0のときp→0とするとu，  

vが0に近づき、納得できる結果ではない。一方、修正  

ANP法では、合理的な結果を得ている。  

いずれにしてもANP法ではどのタイプでも異常な結  

果となる。一方、修正ANP法では、タイプ1を除いて  

合理的な結果を得ている。しかし、タイプ1ではぎ＝0、  

す＝0となり、修正ANP法でもタイプ1に対しては手  

法として適しているわけではない。   
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り→0   

ク→0  

V＝  

〃P＋椚－1  

4．3．b タイプ3の修正ANP法の解  

1max｛ ｝≦A  

ス≦ん＋1＋（〃－1）r＋（∽－1）′  

2 ぎ＝  
A＋〝－1－（乃－1）r  

た＋〃＋（∽一1）J   ∽（〃－1）  

〝7  

3 77  
ス＋∽－1－（∽－1）J  

〝7   〝1  

ん＋椚＋（〝－1）r  〃（椚－1）  

4（ん－1）ぎ≦〃（∽－1）首≦（ん＋（∽－1）J）吉  

5（鬼－1）す≦∽（乃－1）テ≦（ん＋（〃－1）r）す  
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